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御神幸祭を終えたばかりの御網代輿を廻廊に奉安します。
お参りの方 に々はその下をくぐることにより天神様のご加護がいただけます。
協力  一般社団法人 防府観光コンベンション協会

第1016回
防府天満宮
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令和元年号
（第五号）

防府天満宮HP http://www.hofutenmangu.or.jp
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ごあいさつ

神者依人之敬増威
　「神さまは人が神を敬うことによりお力を増し」
人者依神之徳添運
　「人はその神さまのお力により
　　　　　　　 幸福を戴くことができる」　（解釈）
　これは鎌倉時代に武士を治めるために定められた
法律の第一条です。昔より、神社の祭りを盛大に行う
ことが、人々の暮らしを豊かにする何よりの術である
ことが明記されており、天満宮にも迫戸からの裏石段
を登りきったところの石柱に刻まれています。
　「兄弟わっしょい」の掛け声のもと、多くの裸坊が天
満宮に参集し、御御霊を御着船になられた勝間の浦

までお運びし、毎年毎年「道真公！無実の罪は晴らせ
られました」と御報告する神事を行うことにより道真公
の神さまのお力は増し、そのお力によってまた一年間
私たちは楽しく元気に暮らすことができるのです。
　今年も多くの裸坊や参拝者で境内が活気づくこと
で、道真公はお喜びになり、この一年しっかりと私た
ちをお守りくださることでしょう。
　令和になり初めての御神幸祭「裸坊祭」が新しい
時代に相応しく、気持ちよく賑 し々く執り行われるよう
お願い申し上げご挨拶といたします。

　めざせ！裸坊一万人奉仕

　本年の防府天満宮御神幸祭の御斎行にあたり、
御挨拶を申し上げます。
　1016 回目を迎える御神幸祭は、防府市の皆様が
伝統行事として大切に守り続けてこられた、大変重
要な祭事であり、多くの方が訪れる本県を代表する
行事です 。
　私は、県政運営の重要な柱の一つに、人やモノの
流れを拡大し、地域を活性化させる「大交流維新」を
掲げ、 観光振興を通じた交流人口の拡大を積極的
に進めています。
　とりわけ、御神幸祭をはじめ、 地域が誇る歴史や
伝統文化を活かした交流人口の拡大に資する取組

が益々重要となっており、県としても関係団体等と連
携した情報発信等を通じて積極的に支援していると
ころです。
　一昨年、私も御神幸祭に参加し、防府市の皆様の
御神幸祭に対する熱い思いを直接感じたところであ
り、皆様と共にさらに盛り上げていきたいと考えていま
す。
　終わりに、本年も御参拝に多くの方が訪れ、勇猛な
裸坊により御神幸祭が盛大に御斎行されますことを
心から祈念いたします。

「お祭りは楽しくなくてはいけない！」
「楽しくなくてはお祭りとは言えない！」
　神輿を担ぐ人、そして、それを煽る人、数え切れない程の
人並みの熱気の中で更に気合が入り、街中全体が裸坊魂の
塊となって、天へも届く「兄弟、わっしょい！兄弟、わっしょい！」の
掛け声が、秋の夜空に響き渡る全国でも有数の荒祭り、「防
府天満宮御神幸祭」が今年も11月23日（土）に盛大に斎行さ
れます。私達、 防府天神祭振興会の関係者は一人でも多く

の奉仕者、一人でも多くの観客動員、特に御神幸祭への裸
坊奉仕者一万人を目指しています。
　五年前からは「土曜日の裸坊、日曜日のおんな神輿」 の
キャッチフレーズのもと、願わくは防府の街を昭和初頭の十万
人を超す裸坊、あわせておんな神輿の増々の振興を心から
願い、行動を起こしています。
　どうか、今後も更なる振興の為に皆様方のご支援、ご鞭
撻、ご協力、そしてご奉仕の程宜しくお願い申し上げます。

防府天神祭振興会
会長
小松宗介

裸坊1万人を目指して

　防府天満宮御神幸祭の御斎行に当たり、御挨拶申し上
げます。いよいよ、防府で最も盛り上がる祭りの季節がやっ
てまいりました。日本最初の天満宮として全国的にも名高い
防府天満宮で、1016回目となる御神幸祭が斎行されること
を防府市民として誇りに思っています。
　私は、松崎で育ち、御神幸祭は子どもの頃から慣れ親し
んでおり、この日が来るのを毎年楽しみにしております。
　「兄弟わっしょい」の掛け声で参加者がひとつになる裸坊

祭りは、まさに防府がひとつになる行事であり、令和最初とな
る本年は、今まで以上に盛り上がることと思っています。
　さて、令和といえば防府市です。令和の「令」の字を含む
地名は全国に11ヶ所しかなく、そのうちの8ヶ所が防府市に
あります。8は末広がりを表し、横にすれば無限大でございま
す。長い歴史を重ねてきた伝統あるこのお祭りを、市民の皆
様とともに1000年先も2000年先も、更に無限に守り続けて
いけるよう祈念いたしまして、御挨拶とさせていただきます。

防府市長
池田　豊

兄弟わっしょい！
         防府はひとつ

　1016回目の御神幸祭を迎えました。今年も多くの方の裸坊
奉仕に心から感謝申し上げます。
　午後6時御発輦の時を待ち、裸坊衆の「兄弟わっしょい！」
の掛け声が回廊内に地響きとなってこだまする。御霊遷しを
終え、拝殿の扉が開けられると我先にと裸坊たちが雪崩と
なって拝殿に入ってくる。この日一番の緊張の一瞬です。先
頭神輿、第一神輿に続いて御網代輿が担ぎ出され、勝間の
浦の御旅所を目指します。浜殿神事を終え神輿、御網代輿
は一路防府天満宮へと帰還します。拝殿に先頭神輿、第一
神輿が左右に据えられ中央に御網代輿が御帰還となり祭も
最終盤となります。
　裸坊奉仕会会長が拝殿中央に立ち、御神幸祭の成功を
祝い裸坊奉仕者に感謝の気持ちを込めて「裸坊二本締め」

の発声をします。
　「扶桑菅廟最初、兄弟わっしょい！兄弟わっしょい！兄弟わっ
しょい！いよーポンポン！」裸坊衆の大きな拍手とともに、成功裏
に御神幸祭が無事終了します。
　「兄弟わっしょい！」の掛け声が、人々の心を開き明るい未来
を拓くよう、精一杯ご奉仕いたします。
　またこの度、一昨年まで使用していた御網代輿が大修復
を終え先日無事戻ってまいりました。今後は、天満宮の協力を
得て1125年式年大祭（令和9年）に向けて、1人でも多くの方
に関心を持っていただくべく広く展示やＰＲ等に使用させて
いただきたいと考えています。皆様のご支援ご協力を何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

裸坊奉仕会
会長
澤田健規

裸坊二本締め
山口県知事
村岡嗣政

兄弟わっしょい！
御神幸祭の斎行に向けて

だましい

かたまり

宮司
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裸 坊 1 万 人 奉 仕 を め ざ し て

昨年度 裸坊奉仕団体のご紹介

寛弘元年（1004）、時の一条天皇より勅使が菅公本州最後の寄港
地、防府天満宮に遣わされました。そのとき以来、晩秋の冷涼な夜気
の中、御網代輿と二基の神輿にて菅公の御霊を勝間の浦にお連れ
し、今年も“無実の知らせ”を奏上して御霊慰めの神事を行います。
防府天満宮 御神幸祭は勅使降祭を起源としております。
午後6時拝殿正面の扉が開かれるや、数百人の裸坊が一斎に拝殿に
なだれ込み、「兄弟わっしょい」の掛声に加え人いきれと体温で殿内
は熱気をおびてきます。先頭神輿、第一神輿と次々に昇ぎ出される神
輿を千人ばかりの裸坊が取り囲みます。次いで地響を立てながら、重
さ500㎏の御網代輿が拝殿の階段を下り、参拝者の見守るなか、楼

門を経て58段の大石段を滑り降ります。喚声と怒号、約5,000人の
裸坊が乱舞する様は壮絶の一語に尽きます。大石段を無事に降りた
御網代輿は金鳥居前で台車に仕立てられ、御神幸の行列に加わりま
す。警固町を経て天満宮より約2.5㎞はなれた勝間浦のお旅所（浜
殿）に到着。浜殿神事のあと延喜の昔、菅公送迎の故事にならって浜
殿奉行の手により一夜御酒による接待が行われます。神事終了後行
列は再び車塚町から天神町を経て午後9時過ぎ還幸になられます。
参詣者は境内に溢れ、2日間で約15万人の参拝者で街中は混雑を極
めます。

★ご奉仕出発時のオリジナルな集合写真をご提供下さい。但し、団体名がわかるように俵神輿、提灯、板札等を写し込んで下さい。
★当日、天満宮では撮影準備をしておりません。各自で撮影をお願いします。もちろん天満宮で撮影されても結構ですが、祭典の進行の妨げにならないよう
十分ご注意下さい。

来年も「兄弟わっしょい」第六号を発行します。 今年奉仕の皆様方の集合写真をご提供下さい。
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裸 坊 1 万 人 奉 仕 を め ざ し て

昨年度 裸坊奉仕団体のご紹介

寛弘元年（1004）、時の一条天皇より勅使が菅公本州最後の寄港
地、防府天満宮に遣わされました。そのとき以来、晩秋の冷涼な夜気
の中、御網代輿と二基の神輿にて菅公の御霊を勝間の浦にお連れ
し、今年も“無実の知らせ”を奏上して御霊慰めの神事を行います。
防府天満宮 御神幸祭は勅使降祭を起源としております。
午後6時拝殿正面の扉が開かれるや、数百人の裸坊が一斎に拝殿に
なだれ込み、「兄弟わっしょい」の掛声に加え人いきれと体温で殿内
は熱気をおびてきます。先頭神輿、第一神輿と次々に昇ぎ出される神
輿を千人ばかりの裸坊が取り囲みます。次いで地響を立てながら、重
さ500㎏の御網代輿が拝殿の階段を下り、参拝者の見守るなか、楼

門を経て58段の大石段を滑り降ります。喚声と怒号、約5,000人の
裸坊が乱舞する様は壮絶の一語に尽きます。大石段を無事に降りた
御網代輿は金鳥居前で台車に仕立てられ、御神幸の行列に加わりま
す。警固町を経て天満宮より約2.5㎞はなれた勝間浦のお旅所（浜
殿）に到着。浜殿神事のあと延喜の昔、菅公送迎の故事にならって浜
殿奉行の手により一夜御酒による接待が行われます。神事終了後行
列は再び車塚町から天神町を経て午後9時過ぎ還幸になられます。
参詣者は境内に溢れ、2日間で約15万人の参拝者で街中は混雑を極
めます。

★ご奉仕出発時のオリジナルな集合写真をご提供下さい。但し、団体名がわかるように俵神輿、提灯、板札等を写し込んで下さい。
★当日、天満宮では撮影準備をしておりません。各自で撮影をお願いします。もちろん天満宮で撮影されても結構ですが、祭典の進行の妨げにならないよう
十分ご注意下さい。

来年も「兄弟わっしょい」第六号を発行します。 今年奉仕の皆様方の集合写真をご提供下さい。



富
海
校
区
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会

鋳
物
師
子
ど
も
会

多
々
良
子
ど
も
会

上
右
田
子
ど
も
会

警
固
町
子
ど
も
会

二
葉
子
ど
も
会

国
衙
子
ど
も
会

西
勝
間
子
ど
も
会

東
勝
間
子
ど
も
会

下
右
田
子
ど
も
会

開
出
西
自
治
会
・

子
ど
も
会

防
府
市
剣
道
連
盟

少
年
部

国
分
寺
自
治
会

高
倉
自
治
会

ド
リ
ン
カ
ー
ズ

自
由
が
丘
自
治
会

新
田
小 

お
や
じ
の
会

日
本
正
剛
館
桑
山
道
場

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

防
府
第
５
団

志
じ
み
の
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

防
府
第
2
団
・
4
団

右
田
高
井
子
ど
も
会

山
口
地
域
行
政

連
絡
協
議
会

防
府
商
工
会
議
所

青
年
部

国
土
交
通
省
山
口

河
川
国
道
事
務
所

石
が
口
子
ど
も
会

(株)
シ
ー
エ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
山
口
支
社

松
崎
幼
稚
園

防
府
商
工
高
等
学
校

航
空
自
衛
隊

防
府
南
基
地

佐
波
小
学
校

松
崎
小
学
校

防
府
高
等
学
校

防
府
中
央

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

防
府
西
高
等
学
校

山
口
県
防
府
土
木

建
築
事
務
所

防
府
市
職
員
互
助
会

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

防
府
市
上
下
水
道
局

以下の団体は写真がご用意できませんでしたのでご芳名のみの紹介とさせていただきました。お詫び申し上げます。

◆エシカルバンブー株式会社
◆協和発酵バイオ（株）山口事業所
◆活魚料理 安庭
◆ヴァンカウンシル
◆（株）もみじ銀行防府支店
◆山口農林水産事務所

◆防府商工会議所
◆誠英高等学校
◆古祖原子ども会
◆勝間校区育成連絡協議会
◆大日団地子ども会
◆鮒田子ども会

◆中塚子ども会
◆神里子ども会
◆沖高井子ども会
◆大日子ども会
◆塚原子ども会
◆片山子ども会

◆青空子ども会
◆芝生子ども会
◆誠和子ども会
◆和田峪子ども会
◆唐臼子ども会
◆新町子ども会

◆上河原子ども会
◆かいほく子ども会
◆大藪二区大鳩会
◆迫戸町自治会
◆勝間の浦人の会

◆崇拝天満大自在天神 敬神会
◆日本正剛館防府道場
◆雅
◆牟礼フットボールクラブ
◆ボーイスカウト防府第8団
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祖父と孫で話す御神幸祭

供
奉
員 

奉
仕
の
様
子

行列の中心「供奉員」! !

大行司
防府市　藤井 浩

小行司
防府市　清水 喜香

今年の祭の主役  ― 令和元年度

ぐ ぶ いん

この人達は供奉員と呼ばれる人たちだよ。
祖父

祖父

行列の先頭で太鼓を叩いたり、神事で使
うお道具を持っていたり、行列を警護す
るため武装したり、今向かっている道真
公ご着船の地である勝間の浦（御旅所）
で行う神事に奉仕する人たちのことだよ。
家ごとに役目が代々決まっていてその家
柄の人以外は奉仕できないんだ。

大行司・小行司以外にも馬に乗った人や
道具を持って歩いている人が沢山いるね。

孫

孫

前回話していた大行司・小行司みたいに？

祖父

そうだよ。供奉員の人たちも、周防国衙の
役人や有力者の子孫だった人たちで、代々
御神幸祭に奉仕をしてきたんだ。
昔は裸坊が居なかったから、御神幸祭の行
列といえば供奉員の人たちだったんだよ。

孫

供奉員？

祖父

祖父

こんど聞いてあげるよ。

あれは駒形とよばれる役目なんだよ。駒
形には悪いものを寄せ付けない魔除けの
意味もあるんだけれども、その昔に道真
公が幼少の頃に駒形で遊んでいたという
故事にならって、今でも子どもが奉仕を
しているんだ。
あと色々お道具を持って歩いている子ど
もたちがいるけど、あの子達は供奉員の
お手伝いをしているんだ。毎年決まった
地区の子どもたちが奉仕しているよ。

そうなんだ～。とても名誉ある役目なん
だね。あっ！大人だけじゃなくて馬に
乗った子どももいるね。

孫

菅原道真公ご着船の地であ る勝間の浦（御旅所）での
「浜殿神事」に参列する供奉 員と神職（供奉員は左側及
び右側紅白幕前に座る）

駒形
こ ま が た

駒形
こ ま が た

御網代奉行
お あ じ ろ ぶ ぎ ょ う

白杖持
し ら つ え も ち

お願いね。もしうまくいったら今度
は裸坊としてじゃなくて供奉員のお
手伝いとして行列に参加できるね。

孫

孫

僕でもでれるのかな。

随身２名
ず い じ ん

御幣持
ご へ い も ち
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祖父と孫で話す御神幸祭

供
奉
員 

奉
仕
の
様
子

行列の中心「供奉員」! !

大行司
防府市　藤井 浩

小行司
防府市　清水 喜香

今年の祭の主役  ― 令和元年度

ぐ ぶ いん

この人達は供奉員と呼ばれる人たちだよ。
祖父

祖父

行列の先頭で太鼓を叩いたり、神事で使
うお道具を持っていたり、行列を警護す
るため武装したり、今向かっている道真
公ご着船の地である勝間の浦（御旅所）
で行う神事に奉仕する人たちのことだよ。
家ごとに役目が代々決まっていてその家
柄の人以外は奉仕できないんだ。

大行司・小行司以外にも馬に乗った人や
道具を持って歩いている人が沢山いるね。

孫

孫

前回話していた大行司・小行司みたいに？

祖父

そうだよ。供奉員の人たちも、周防国衙の
役人や有力者の子孫だった人たちで、代々
御神幸祭に奉仕をしてきたんだ。
昔は裸坊が居なかったから、御神幸祭の行
列といえば供奉員の人たちだったんだよ。

孫

供奉員？

祖父

祖父

こんど聞いてあげるよ。

あれは駒形とよばれる役目なんだよ。駒
形には悪いものを寄せ付けない魔除けの
意味もあるんだけれども、その昔に道真
公が幼少の頃に駒形で遊んでいたという
故事にならって、今でも子どもが奉仕を
しているんだ。
あと色々お道具を持って歩いている子ど
もたちがいるけど、あの子達は供奉員の
お手伝いをしているんだ。毎年決まった
地区の子どもたちが奉仕しているよ。

そうなんだ～。とても名誉ある役目なん
だね。あっ！大人だけじゃなくて馬に
乗った子どももいるね。

孫

菅原道真公ご着船の地であ る勝間の浦（御旅所）での
「浜殿神事」に参列する供奉 員と神職（供奉員は左側及
び右側紅白幕前に座る）

駒形
こ ま が た

駒形
こ ま が た

御網代奉行
お あ じ ろ ぶ ぎ ょ う

白杖持
し ら つ え も ち

お願いね。もしうまくいったら今度
は裸坊としてじゃなくて供奉員のお
手伝いとして行列に参加できるね。

孫

孫

僕でもでれるのかな。

随身２名
ず い じ ん

御幣持
ご へ い も ち
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〒747-8588 山口県防府市西仁井令1-21-55
[ TEL ] 0835-22-2555（代）　[ FAX ] 0835-23-6862  https://www.omura.co.jp/business/vr/

※サンプル請求は下記HPまたは二次元コードからどうぞ

(意匠登録済み 登録第1595432号 Auggle は大村印刷(株)の商標です)

すべてのひとにVRを

お子様も安心してVR体験

扱いやすい、100円以下 の
V Rゴーグルに新型が登場!
より組み立てが簡単に！よりコンパクトに！

御神幸祭交通規制要図
●交通規制時間/11月23日（土）13：00～23：00/11月24日（日）11：00～17：00

事故のない楽しい祭礼にする為に警察から次のことをお願いします。
裸坊奉仕の方へお願い
　① お酒に酔った方は参加しないで下さい。
　② 酒ビン、御幣用の竹木片等、危険なものを持たないで下さい。
　③ グループごとに責任者を定め統制ある行動をとりましょう。

一般参拝者の方へお願い
　① 裸坊へのふるまい酒はやめましょう。
　② 臨時交通規制を行います。マイカー使用は自粛願います。
　③ 石灯篭の上にあがらないで下さい。
　④ 御神幸行列の馬に近づかないで下さい。
　⑤ けんか、ケガ等ないように充分注意して下さい。
　⑥ 混雑した危険な場所は避け、警察官の指示に従って下さい。
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※下記地域は総て駐車禁止です。当日、防府市街地は交通が
　混雑しますので防府バイパス（国道2号）をご利用下さい。

アスピラート ルルサス

当
日
の
ご
参
拝
は
、マ
イ
カ
ー
の

　ご
使
用
を
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
下
さ
い
。

御神幸祭の

安全なご斎行を

お祈りします。 一般社団法人　防府観光コンベンション協会
TEL: 0835-25-2148

ほうふの
観光情報は
ここで！

防府警察署キャラクター

おあじろ君

凡
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車両通行止
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